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No81 0 7 年 人口と世帯 

5 月31日現在（ ）内は前回比、男23,623 (+ 3）女 26,183 (- 8）計49,806（一 5）世帯16,896 (+1) 
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第44回い社会を明るくする運動” 

オートバイ盗 
135人（6.8%) 

占有離脱物横領 
131人（6.6%) 

ふれあいと対話が築く 
明るい社会 

7月は「社会を明るくする運動月間」です 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
犯
罪

の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
 

地
域
の
人
が
力
を
合
わ
せ
て
、
犯
罪
の
無
い
、
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
 

少
し

で
す
が
 

全
国
的
に
少
年
の

犯
罪
が

減
少
 

し
て
い
ま
す
 

昨
年
一
年
間
で
、
刑
法
犯
と
し

て
検
挙
さ
れ
た
少
年
は
、
十
五
万

八
千
三
百
人
。
刑
法
犯
全
検
挙
人

員
の
半
数
以
上
が
二
十
歳
未
満
の

少
年
な
の
で
す
。
 

十
四
歳
、
十
六
歳
と
、
年
齢
の

低
い
少
年
や
、
両
親
が
揃
っ
て
い

て
、
経
済
的
に
も
不
自
由
の
無
い
 
 

家
庭
の
少
年
が
多
い
の
も
、
最
近

の
特
徴
と
な
J
ぐ
い
ま
す
。
 

作
年
の
 

県
内
少
年
 

非
行
の
状
況
 

全
刑
法
犯

（
成
人
を含
む
）
に

占
め
る
少
年
の
割
合
は
六
十
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
。
 

〇
万
引
が
五
割
 

刑
法
犯
の
中
の
窃
盗
は
、
全
体

の
八
十
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
 
 

の
う
ち
、
少
年
の
万
引
き
は
四
十

八
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

〇
約
半
数
が
中
学
生
 

学
職
別
で
み
る
と
、
学
生
、
生

徒
が
全
体
の
八
十
九
・
七
パ

ー
セ

ン
ト
、
う
ち
中
学
生
が
半
数
を
占

め
て
い
ま
す
。
 

立
ち
直
り
は
 

周
囲
の
愛
情
と
 

理
解
か

ら
 

「五
所
川
原
市
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
実
施
委
員
会
」
で
は
、
 

次
の
日
程
で
、
 「社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
市
民
集
会
」
と
「
街
頭

パ
レ
ー
ド
」
 
を行
い
ま
す
。
 

私
達
の
、
心
遣
い
や
気
配
り
が
、
 

非
行
に
走
っ
て
し
ま
っ
た
少
年
や
、
 

罪
を
犯
し
た
人
達
の
立
ち
直
る
た

め
の
力
に
な
れ
ば
、と
思
い
ま
す
。
 

▽
日
時
 

七
月
八
日
国
 
午
後
二
時

マ
場
所
 

市
庁
舎
前
お
祭
り
広
場
 

少年相談センター 

では、毎日、相談に 

応じています。 
（秘密は厳守） 
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全
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環
境
浄
化
と
や
さ
し
さ
で
 

少
年
を
非
行
か
ら
守
り
た
い
 

七
月
は
、
「青
少
年
を
非
行
か

ら
守
る
全
国
強
調
月
間
」
で
す
0
 

県
生
活
福
祉
部
青
少
年
女
性
課
 

（
良
原せ
つ
課
長
）
は
、
五
月
三

十
日
、
県
合
同
庁
舎
で
県
青
少
年

健
全
育
成
推
進
員
の
委
嘱
状
交
付

式
を
行
い
ま
し
た
。
 

西
北
五
、
十
五
市
町
村
の
百
十

七
人
の
う
ち
、
五
所
川
原
市
は
次

の
二
十
人
の
方
達
で
、
任
期
は
一
一

年
間
で
す
。
 （
敬称
略
）
 

〇
北
浦
 
進
（
み
ど
り
町
三
）
 

〇
沢
田
武
美

（
栄
町）
 

〇
磯
野
正
和
（
敷
島
町
）
 

〇
原
 
芳
江
（
松
島
町
七）
 

〇
田
附
憲
子
（
寺
町
）
 

〇
桜
井
照
子
（
川
端
町
）
 

〇
高
井
昭
雄
（
蓮
沼
）
 

〇
土
岐
文
昭
（
福
山
・
広
富
）
 

〇
藤
田
妙
子

（
み
どり
町
六
）
 

〇
成
田
啓
子

（
毘
沙
門・
中
熊
石
）
 

〇
和
島
隆
志

（福
山
・
広
富
）
 

〇
対
馬
正
行

（鶴
ケ
岡
・
川
袋
）
 

〇
対
馬
 
力
（
飯
詰
・
福
泉
）
 

〇
楢
崎
裕
子

（
敷
島町
）
 

〇
阿
部
悦
子

（
み
どり
町
一
）
 

〇
島
谷
せ
つ
子
（
一
野
坪・
坪
実
）
 

〇
岡
田
芳
道
（
米
田
・
八
ッ
橋
）
 

〇
森
 
二
一
三
（
漆川
・
浅
井
）
 

〇
鳴
海
啓
子

（
み
どり
町
七
）
 

〇
片
山
 
薫

（
小曲
・
豊
里
）
 

以
上
の
方
達
は
、
家
庭
、
学
校

地
域
社
会
と
の
連
携
を
図
り
、
健

康
で
明
る
い
青
少
年
の
住
む
街
を

目
ざ
し
、
社
会
環
境
浄
化
に
務
め

て
い
き
ま
す
。
 

あすなろ大太鼓の打ち手を募集 
～虫お〈りと火まつりをいっそうたのし〈~ 

レ練習日 

7H25日（月）から 7 月29日（金）まーくで 

午後 5 時30分～午後 7 時（市立図書館前） 

ン出演日 8 月 4 日（木）と 8 月 7 日（日）の 2 日間 

>募集人員 15名 男女は問わないが健康で 

2 日間出マ寅でトきる方。 

）申し込み締め切り日及び申し込み先 

平成 6 年 7 月15日（劃 

市産業経済部観光l物産課 廿35- 2111 内線260 

レ経費等 （①）出I寅料は支給しない。（②ハッピは 

貸与する。 ③足袋・草履・ショートパンツ・ 

軍手‘サラシ・豆しぼりは支給します。 

「正調ねぷたばやし」講習会 
～初心者の方もふるってこ参加ください～ 
五所川原ねぷたばやしを普及、伝承を図るこ

とから、笛と太鼓の基礎から仕上げまで教えます。 

器具は当方で用意しておりますが、笛につい

ては使い慣れたものをご持参ください。 

ン日時と場所 7 月18日（月）~7月22日（金）まで’ 

午後 7 時より午後 9 時まてる 

五所川原市岩木町 産経会館 5 階会議室 

レ部門 笛・太鼓 参加料は無料です。 

レ間い合わせ 五所川原市産業経済部観光物産課 

（相五所川原市観光協会事務局 ff35-21 11 内線260 

※ なお、当日会場で受け付けしますので、直接お

いでください（コ 主催舶五所川原市観光協会 

佐々木市長に決定通知書を伝達する
伊藤泰次五所川原郵便局長 

3 平成 6年 7月 1日 
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援
事
業
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の
 

助
成
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象
に

決
定
 

~ 

 

、 

  

「見ない、 
買わない、 

借りない」 

有害ビデオ・雑誌の
自動販売機を 

なくしよう” 

市青少年問題協議会●市少年相談セ

ンター運営協議会●市少年指導委員

協議会●市内小・中学校校長会●市連

合PTA ●地区青少年健全育成推進員

協議会・地区防犯協会・五所川原警察署 

  

    

    

     

     

当
市
が
財
年
に
ひ
き
続
き
、
今

年
も
実
施
を
予
定
し
て
い
る
 
「在

宅
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
技
術
教

室
」
が
、
助
簡
易
保
険
加
入
者
協

会

・
簡
易
保
険
福
祉
事
業
団
の
 

「平
成
六
年
度
か
ん
ぽ
健
康
増
進

支
援
事
業
」
の
助
成
対
象
事
業
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

「教
室
」
 
の
開
催案
内
に
つ
い

て
は
後
日
、
お
し
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
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以
k
の
方
連
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学
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地
域
社
会
と
の
連
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を
閃
り
、
健

康
で
明
る
い
青
少
年
の
住
む
街
を

目
ざ
し
、
社
会
環
境
浄
化
に
務
め

て
い
き
ま
す
。

あすなろ大太鼓の打ち手を募集
~虫おく りと火まつりをいっそうたのしく~

b練習日

7川251l(月)から 7)=j 291l (鉛まで

午後 511、子30分 ~午後 711t-(市 立 |苅5館 前)

1>出演目 8 H 4 n(本)と 8月 7r 1 (11)の 2H 11ct] 

1>募集人 員 1 5名 児女は問 わないが健康で

2日間出演できる方。

じ〉 申し込み締め切り日及び申し込み先

平成 6年 7月15円(釦

市産業経済部観 光物 産課 ft35-2111内線260

1>経費等 ① 山演 料 は支 給しない。②ノリピは

貸与する 。③足袋 ・草履 ・ショー トパンツ ・

軍手 ・サラシ ・豆しぼりは支給します。

「正調ねぷたばやし」講習会
~初心者の方もふるってと参加ください~
五所川 原ねぷたばやし を普及、伝承を1><1るこ

とから、笛と太鼓の指礎から仕上げまで教えます。

器具は当方で用意しであ、りますが、笛につい

ては使 い慣 れたものをご持 参ください。

1>日時と場所 7 ) J 181-1 (rJ)-7 )-j 2211幽まで

午後 711寺より午後 911、子まで

-fi_所 川 原 市岩 木町 産経会館 5階会議室

1>部門 笛 ・太鼓参加 料は無料 です。

1>問い合 わせ 五所川原rli産業経済音11観光物産謀

(出五所川原 市観光協会事務局 ft35-2111内線260

※なお、当 日会場で受け付 けしますので、直後お

いでくださし、。 主催 (州五所川原 市観光協会

「見ない、 : 
買わない、
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市青少年問題協議会 ・市少年相談セ

ンタ一運営協議会 ・市少年指導委員

協議会・市内小 ・中学校校長会・市連

合PTA・地区青少年健全育成推進員

協議会・地区防犯協会・五所川原警察署
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当
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が
昨
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に
ひ
き
続
き
、
今
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も
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を
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い
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等
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技
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対
象
事
業
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
教
室
」
の
開
催
案
内
に
つ
い

て
は
後
日
、
お
し
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

佐々木市長に決定通知書を伝達する

伊藤泰次五所川原郵便局長

平成6年7月1日3 



津
軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
 

（
曲水
の
館
）
が
 

「
青

建
賞

」
を
受
賞
 

北
限
の
梅
林
と
し
て
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
る
、
市
内
神
山
地
区

に
昨
無
元
成
し
た
 
「津
軽
フ
ラ
ワ
 

ー
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
」
 
（
曲水
の

館
）
が
、六
月
十
三
日
、
青
森
県
建

設
技
術
協
会

（
県土
木
部
次
長
、
 

奈
良
豊
規
会
長
）
よ
り
、
平
成
五

年
度
「
青
建
賞
」
の
住
宅
建
築
部

門
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

平
成
五
年
度
は
、
河
川
の
改
修

工
事
や
住
宅
建
築
等
、
県
内
の
七
 

ツ
の
優
れ
た
工
事
が
受
賞
対
象
と

な
っ
た
も
の
で
、
曲
水
の
館
は
、
 

宇
治
市
の
平
等
院
鳳
風
堂
を
イ
メ
 

ー
ジ
し
た
銅
板
葦
や
、
煙
出
し
の

あ
る
屋
根
な
ど
、
数
々
の
工
夫
を

凝
ら
し
た
点
と
、
更
に
、
春
は
梅
、
 

夏
は
バ
ラ
、
秋
は
紅
葉
、
冬
は
ス

キ
ー
と
四
季
折
々
、
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
、
野
鳥
、
野
草
の
自

然
環
境
に
マ
ッ
チ
し
た
建
物
と
し

て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

緑に映える「曲水の館」 

平成 6年 7月1日 4 

ク人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
）
 

人
権
擁
護
委

員
に
感
謝

状
 

市
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
 

人
権
擁
護
委
員
は
、
差
別
、
い

躍
中
の
、
船
水
信
一
氏
7
7（
飯
詰
 
じ

め
、
体
罰
な
ど
、
人
々
の
人
権

字
福
泉
八
五

ー
三
）
と
、
原
芳
江
 
が

侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
監
視
す
る

氏

5
4（
松
島
町七
丁
目
五
四
）
は
 
と
と
も
に
、

侵
害
さ
れ
た
場
合
に

六
月
三
m
、
平
成
六
年
度
青
森
県
 
は
、

速
や
か
に
救
済
の
た
め
の
措

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
定
時
総
会
 
置
を

と
る
こ
と
を
使
命
と
さ
れ
て

に
お
い
て
、市
民
の
人
権
擁
護
と
、
 

お
り
、
現
在
日
本
全
国
に
一
万
三

自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
 

千
余
の
委
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

め
た
こ
と
に
よ
り
仙
台
法
務
局
長
 
す
。
 

よ
り
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

曾

意
の
花
か
ご
）
 

⑥
市
へ
 

〇
日
本
た
ば
こ
産
業
囲
弘
前
営
業
所

（
佐
藤
祐三
所
長
）
廿
喫
煙
マ
ナ
 

ー
向
上
月
間

（六
月
）
、ス
モ
ー
キ
ン
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
 

て
、
大
型
ス
タ
ン
ド
灰
皿
五
基
。
 

〇
東
北
電
力
岡
五
所
川
原
営
業
所
（
藤
田
亮
平
所
長
）
廿
自
動
点
滅
器
 

四
十
基
。
 

⑨
教
育
振
興
会
へ
 

〇
小
田
桐
利
信
さ
ん
（
野
里
字
野
岸
三
ー
一
）
廿十
万
円
。
 

⑥
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
小
林
千
代
喜
さ
ん
（
み
ど
り
町
一
ー
二
）
廿
一
万
円
。
 

〇
市
役
所
職
員
〇
B
会

（岩
田
秀
雄
会
長
）
廿
十
万
円
。
 

⑥
社
会
福
祉
へ
 

〇
神
山
婦
人
会
日
赤
奉
仕
団

（
松
野
節
子
団
長
）
廿三
万
円
。
 

〇
木
村
幸
次
郎
さ
ん

（
田町

一
二
一
ー
一
）
廿
十
万
円
。
 

俳
 
旬
 

津
軽
鉄
道
 
水
車
吟
社
 

シ
ク
ラ
メ
ン
空
の
青
さ
に
焔
上
げ
 

内
山
 
涛
村
 

精
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
悔
な
し
シ
ク

ラ
メ
ン
 

対
馬
 
障
子
 

一
人
居
や
迷
い
花
弁
に
慰
さ
む
る
 

三
和
 
千
母
 

シ
ク
ラ
メ
ン
花
た
け
な
わ
に
縫
い

疲
れ
 

大
屋
久
美
子
 

戦
な
き
桜
吹
雪
や
忠
魂
碑
 

高
橋
 
鉄
輪
 

シ
ク
ラ
メ
ン
入
り
日
の
窓
に
影
置
 

け
り
 

工
藤
 
暁
村
 

シ
ク
ラ
メ
ン
沈
む
か
げ
ろ
う
恋
の

ご
と
 
小
野
 
雪
村
 

シ
ク
ラ
メ
ン
咲
き
続
け
れ
ば
忘
れ

ら
る
 

工
藤
 
仙
峯
 

母
の
部
屋
飯
台
の
上
シ
ク
ラ
メ
、
ノ
 

敦
賀
 
栢
村
 

留
守
の
家
出
窓
に
ひ
っ
そ
り
か
が

り
火
草
 

坂
田
 
雑
人
 

燃
ゆ
る
炎
は
燃
や
し
続
け
よ
シ
ク

ラ
メ
ン
 

三
和
 
箪
村
 

?
 

津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
管
理
棟

(
曲
水
の
館
)

「
車
問

建

北
限
の
梅
林
と
し
て
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
る
、
市
内
神
山
地
区

に
昨
年
完
成
し
た
「
柑
軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
管
理
椀
」

(曲
水
の

館
)が
、
六
月

E
一一
円
、
邑
円
森
県
建

設
技
術
協
会
(
県
土
木
部
次
長
、

奈
良
盟
規
会
長
)
よ
り
、
平
成
五

年
度
「
青
建
賞
」
の
住
宅
建
築
部

門
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
五
年
度
は
、
河
川
の
改
修

工
予
や
住
宅
建
築
等
、
県
内
の
七

7Jミ

噛
貝
」

を
受
賞

ツ
の
優
れ
た
工
事
が
受
賞
対
象
と

な
っ
た
も
の
で
、
曲
水
の
館
は
、

宇
治
市
の
平
等
院
鳳
風
堂
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
銅
板
華
や
、
煙
山
し
の

あ
る
屋
根
な
ど
、
数
々
の
工
夫
を

凝
ら
し
た
点
と
、
更
に
、
春
は
梅
、

夏
は
パ
ラ
、
秋
は
紅
葉
、
冬
は
ス

キ
l
と
四
季
折
々
、
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
、
野
鳥
、
野
草
の
自

然
環
岐
に
マ
ッ
チ
し
た
建
物
と
し

て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「曲水の館」緑に映える

善
意
の
花
か
ご

@
市
へ

O
日
本
た
ば
こ
産
業
側
弘
前
営
業
所

(佐
藤
祐
三
所
長
)
リ
喫
煙
マ
ナ

ー
向
上
月
間

(六
月
)、
ス
モ

l
キ
ン
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
し

て
、
大
型
ス
タ
ン
ド
灰
皿
五
基
。

O
東
北
電
力
闘
五
所
川
原
営
業
所

(藤
田
亮
平
所
長

)
1
自
動
点
滅
器

四
卜
基
。

。
教
育
振
興
会
へ

O
小
田
桐
利
信
さ
ん

(野
里
字
野
岸
一ニ
!
こ

l
十
万
円
。

@
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ

O
小
林
千
代
喜
さ
ん

(
み
ど
り
町

一
l
一一

)
H
一
万
円
。

O
市
役
所
職
員
O
B
会

(岩
田
秀
雄
会
長

)
H
十
万
円
。

@
社
会
福
祉
へ

O
神
山
婦
人
会
日
赤
奉
仕
団

(松
野
節
子
団
長

)
1三
万
円
。

O
木
村
幸
次
郎
さ
ん

(田
町

二
二

!
こ

H

十
万
円
。

通E

園

4 

津
軽
鉄
道

水
車
吟
社
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シ
ク
ラ
メ
ン
空
の
青
さ
に
焔
上
げ

内

山

涛

村

精
い

っ
ぱ
い
咲
い
て
悔
な
し
シ
ク

ラ
メ
ン

対
馬

臨時子

一
入
居
や
迷
い
花
弁
に
慰
さ
む
る

三
和

千
寄

シ
ク
ラ
メ
ン
花
た
け
な
わ
に
縫
い

疲

れ

大

屋

久

美

子

戦
な
き
桜
吹

や
忠
魂
碑

高
橋

鉄
事命

シ
ク
ラ
メ
ン
入
り
日
の
窓
に
影
置

工

藤

暁

村

け
り

シ
ク
ラ
メ
ン
沈
む
か
げ
ろ
う
恋
の

ト
平J
F

ム
す

ノ、
国
主

直一zz-
4
干

ご
と

シ
ク
ラ
メ
ン
咲
き
続
け
れ
ば
忘
れ

工
藤

仙
峯

勺

る
母
の
部
屋
飯
台
の
上
シ
ク
ラ
メ
ン

敦

賀

栢

村

留
守
の
家
出
窓
に
ひ

っ
そ
り
か
が

り

火

草

坂

田

雑

人

燃
ゆ
る
炎
は
燃
や
し
続
け
よ
シ
ク

ラ

メ

ン

三

和

室
村



平
和
町
か
ら
菊
ケ
丘
水

郷
公
園
へ
続
く
歩
道
に
は
、
 

桜
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
イ
チ

ョ
ウ
な
ど
の
木
々
が
、
涼

し
げ
な
蔭
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
木
々
の
間
に
、
今
年
の
五
月
、
約
百
メ
ー
ト

ル
に
わ
た
っ
て
町
内
会

（
会長
原
田
康
さ
ん
）
で
は

赤
く
燃
え
る
サ
ル
ビ
ァ
や
、
色
と
り
ど
り
の
イ
ン
バ
 

ー
チ
ェ
ン
ス
な
ど
、
千
本
の
花
を
植
え
ま
し
た
。
 

六
月
に
は
、
町
内
に
所
在
す
る
南
小
学
校
に
、
婦

人
部
の
み
な
さ
ん
が
、約
五
百
枚
の
手
づ
く
り
雑
巾

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
 

つ
一
年
前
に
でき
た
き
れ
い
な
学
校
で
す
の
で
、
 

子
供
達
が
き
れ
い
な
雑
巾
で
、
校
舎
を
き
れ
い
に
守

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
て
●
と
婦
人
部
会
長
の
工

藤
え
つ
子
さ
ん
。
 

今
年
は
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
、
婦
人
部
手

づ
く
り
の
昼
食
を
ご
ち
そ
う
し
た
り
、
夏
に
は
、
家

庭
の
押
し
入
れ
の
中
に
眠
っ
て
い
る
、
贈
答
用
な
ど

の
不
用
品
の
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
く
な
ど
、
 

忙
し
く
も
楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ
い
、
と
の
こ
と
で

し
た
。
 

訪問 

ll ＠鰐＠）町内 

一
 

日曜日、約100人の会員が汗を流しました 

児童会代表の鹿内君に 
雑巾を贈るエ藤さん 

「今
年
も
た
の
し
く
い
き
ま
す
よ
」
 

平
和
町
町
内
会
婦
人
部

「
 

,
 

⑩ 

「
ル
ピ
ナ
ス
」
 

立
藤
（
昇
藤
）
 

締
 

一
昨
年
、
鉢
植
え
の
も
の
を
買
「
て
地
植
え
に
し
た
ら
、
今
年
は

み
ご
と
に
大
き
く
咲
き
ま
し
た
。
普
通
、
タ
チ
フ
ジ
と
呼
ん
で
い
る

ん
で
す
が
、
ル
ピ
ナ
ス
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
ね
。
勢
が
あ
っ
て
、
 

初
夏
の
空
に
、
ス
ー
ッ
と
伸
び
た
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
。
 

淡
い
オ
レ
ン
ジ
色
が
あ
ま
り
き
れ
い
な
の
で
、
昨
日
、
孫
（
小
学

三
年
生
）
の
学
校
に
ー
と
持
た
せ
た
ら
、
先
生
も
、
友
達
も
、
き
れ

い
だ
っ
て
、
喜
ん
で
い
た
そ
う
で
す
よ
。
花
「
て
い
い
で
す
ね
。
 

成田ケイ子さん 

（雛田） 

ルピナス（立藤） 
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⑫ 

「
ル
ピ
ナ
ス
」

立
藤
(
昇
藤
)

成田ケイ子さん
(雛田)

一
昨
年
、
鉢
植
え
の
も
の
を
買

っ
て
地
植
え
に
し
た
ら
、
今
年
は

み
ご
と
に
大
き
く
咲
き
ま
し
た
。
普
通
、
タ
チ
フ
ジ
と
呼
ん
で
い
る

ん
で
す
が
、
ル
ピ
ナ
ス
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
ね
。
勢
が
あ
っ
て
、

初
夏
の
空
に
、
ス
ー
ツ
と
伸
び
た
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
。

淡
い
オ
レ
ン
ジ
色
が
あ
ま
り
き
れ
い
な
の
で
、
昨
日
、
孫
(
小
学

三
年
生
)
の
学
校
に
l
と
持
た
せ
た
ら
、
先
生
も
、
友
達
も
、
き
れ

い
だ

っ
て
、
喜
ん
で
い
た
そ
う
で
す
よ
。
花
っ
て
い
い
で
す
ね
。

(立藤)

5 

ルピナス

平成6年7月 1日
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み
ん
な
で
み
ど
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ゆ
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か
な

自
然
の
大
地
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育
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よ
う
 

写
真
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よ
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田
桐
和
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さ
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美
穂
さ
ん
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太
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秀
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律
子
さ
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福
泉
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市
誘
致
企
業
 

日
立
東
部
セ
ミ

コ
ン
タ
ク
タ
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津
軽
工
場
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マ
イ
コ
ン

の
生
産
拠
点
に
決
定
ノ

・
 

平成6年7月1日 6 

日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
卿
 

（本
社
埼
玉
県
入
間
郡
、
山
本
雅

幸
社
長
、
資
本
金
四
億
円
）
は
、
 

六
月
十
三
日
市
誘
致
企
業
で
あ
る

同
社
津
軽
工
場
（
梅
沢
正
春
工
場
 
 

長
）
で
、
七
年
度
か
ら
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
の
頭
脳
に
相
当
す
る
s
H
 

マ
イ
コ
ン

（s
H
は
ス
パ
ー
日
立

の
略
）
を
生
産
す
る
と
発
表
し
ま
 

し
た
。
 

今
年
度
に
百
億
円

を
投
資
し
て
生
産
ラ

イ
ン
を
確
立
し
、
八

年
度
に
は
月
産
百
万

個
を
生
産
す
る
計
画

で
、
四
工
場
で
年
間

一
千
億
円
を
見
込
ん

で
お
り
、
同
工
場
は
、
 

同
社
s
H
マ
イ
コ
ン

事
業
の
中
核
生
産
拠

点
と
な
り
ま
す
。
 

マ
イ
コ
ン
は
、
パ

ソ
コ
ン
心
臓
部
に
使

用
す
る
マ
イ
ク
ロ
プ

ロ
セ
ッ
サ
ー
と
エ
ア

コ
ン
、
カ
メ
ラ
等
家

電
製
品
に
使
用
す
る
、
 

マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ト
ロ
 

ー
ラ
ー
に
大
別
さ
れ
、
 

そ
れ
ぞ
れ
価
格
、
性
 

r
 

能
に
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

社
で
は
性
能
が
よ
く
低
価
格
の
マ

イ
コ
ン
が
必
要
と
な
り
、
日
立
独

自
の
s
H
マ
イ
コ
ン
を
開
発
し
ま

し
た
。
 

市
庁
舎
内
で
は
、
佐
々
木
市
長

同
席
の
も
と
記
者
会
見
し
た
同
社

山
本
社
長
、
日
立
製
作
所
半
導
体

事
業
部
萩
原
隆
旦
室
長
ら
は
、
津

軽
工
場
を
生
産
拠
点
と
し
た
理
由

に
つ
い
て
 
「同
工
場
は
半
導
体
の

生
産
技
術
力
が
高
く
、
ス
ペ

ー
ス

の
確
保
が
容
易
に
で
き
る
の
で
投

資
を
決
め
た
も
の
で
、
中
核
生
産

拠
点
と
す
る
こ
と
に
よ
り
少
し
で

も
地
域
経
済
発
展
全
貝
献
で
き
れ

ば
」
 
と
述べ
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
 
「今
回
の
発
表

に
よ
り
当
市
は
世
界
へ
向
け
て
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
頭
脳
の
発
信
地

と
な
り
、
ま
さ
に
小
さ
な
世
界
都

市
五
所
川
原
と
な
る
も
の
で
、
産

業
構
造
e
高
度
化
と
雇
用
拡
大
等

に
強
く
期
待
し
て
い
る
」
 
と
お礼

を
述
べ
ま
し
た
。
 

六
月
十
二
日
、
市
営
毘
沙
門
牧

場
で
「
市
民
植
樹
祭
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

植
樹
祭
に
は
、
家
族
づ
れ
の
市

民
を
は
じ
め
、
長
橋
小
学
校
、
東

小
学
校
の
緑
の
少
年
団
、
関
係
者

な
ど
百
五
十
人
が
参
加
し
、
赤
花

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
三
十
二
本
、
夏
ッ
バ

キ
二
十
五
本
、
ッ
ッ
ジ
六
十
本
を

緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
願
 
 

い
を
込
め
て
、
 一
本
一
本て
い
ね

い
に
植
え
付
け
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
二
組
の
新
婚
さ
ん
が

結
婚
記
念
の
赤
花
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
を

植
樹
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
記
念
の

夏
ッ
バ
キ
の
苗
木
が
贈
ら
れ
、
晴

れ
わ
た
っ
た
青
空
の
下
、
さ
わ
や

か
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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述
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、
ま
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界
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市
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で
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業
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等
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市
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「
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学
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、
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学
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、
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省
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十
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願
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市
史
編
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だ
よ
り
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五
所
川
原
の
林
業
と
森
林
鉄
道
 

近
・
現
代
部
会
 
脇
 
野
 

博
 

五
所
川
原
市
に
入
る
と
、
丘
陵

地
帯
に
連
な
る
り
ん
ご
園
と
見
渡

す
限
り
に
広
が
る
水
田
が
、
ま
ず

目
に
と
び
こ
ん
で
く
る
。
こ
の
風

景
を
目
に
し
た
誰
も
が
、
米
と
り

ん
ご
が
五
所
川
原
市
の
特
産
物
で

あ
る
こ
と
を
十
分
に
納
得
す
る
で

あ
ろ
う
。
 

と
こ
ろ
で
、
り
ん
ご
園
の
あ
る

丘
陵
地
帯
の
向
こ
う
に
目
を
む
け

て
み
る
と
、
緑
濃
き
山
が
連
な
っ

て
い
る
。
こ
の
五
所
川
原
市
東
部

の
山
々
こ
そ
、
江
戸
時
代
以
来
津

軽
ヒ
バ
で
知
ら
れ
、
現
在
は
国
有

林
に
な
っ
て
い
る
美
林
地
帯
で
あ

る
。
五
所
川
原
は
、
江
戸
時
代
か

ら
の
材
木
の
産
地
で
も
あ
っ
た
。
 

津
軽
藩
は
、
米
と
と
も
に
材
木

生
産
に
も
力
を
注
ぎ
、
現
在
の
五

所
川
原
市
飯
詰
e
山
か
ら
も
盛
ん

に
材
木
を
伐
り
出
し
て
い
た
。
当

時
の
材
木
関
係
の
史
料
に
は
、
十

和
田
沢
、
坪
毛
沢
な
ど
の
伐
採
地

が
で
て
く
る
。
明
治
時
代
に
な
っ
 
 

て
、
津
軽
の
美
林
地
帯
は
国
有
林

化
さ
れ
、
国
が
材
木
の
伐
り
出
し

事
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
富

国
強
兵
の
か
け
声
の
も
と
に
、
材

木
増
産
も
国
家
的
課
題
と
な
り
、
 

そ
の
課
題
に
応
え
る
べ
く
、
津
軽

で
は
い
ち
早
く
森
林
鉄
道
が
敷
設

さ
れ
、
林
業
の
近
代
化
が
進
め
ら

れ
て
い
っ
た
。
 

こ
う
し
た
明
治
期
以
降
の
津
軽
 
 

林
業
の
大
き
な
変
化
の
な
か
で
、
 

五
所
川
原
の
林
業
は
ど
の
よ
う
な

運
命
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
津
軽
半
島
に
森
林

鉄
道
が
で
き
る
ま
で
は
、
十
三
湖
、
 

日
本
海
沿
岸
、
陸
奥
湾
沿
岸
へ
と

河
川
を
利
用
し
て
運
ば
れ
て
い
た

半
島
内
の
材
木
は
、
森
林
鉄
道
に

よ
っ
て
青
森
貯
木
場
に
集
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
材
木
を
運
ぶ

ル
ー
ト
は
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
 

【
 

 

あ
る
が
、
森
林
鉄
道
に
よ
る
輸
送

力
強
化
に
よ
り
、
伐
り
出
す
材
木

量
は
飛
躍
的
に
増
え
て
い
っ
た
。
 

と
」
ろ
が
、
完
成
し
た
津
軽
森
林

鉄
道
網
の
路
線
図
を
見
る
と
、
路

線
は
小
田
川
流
域
（
現
在
の
金
木

町
）
ま
で
で
あ
り
、
五
所
川
原
市

飯
詰
の
山
々
は
、
森
林
鉄
道
網
に

直
接
組
み
込
ま
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
五
所
川
原
の
林
業
は
衰
退

し
た
の
か
否
か
。
 

今
筆
者
は
、
そ
の
こ
と
を
調
べ

て
い
る
最
中
で
あ
る
が
、
現
在
手

に
し
て
い
る
二
つ
の
資
料
か
ら
、
 

少
し
ば
か
り
考
え
て
み
る
こ
と
に

し
た
い
。
二
つ
の
資
料
と
は
、
①

大
正
六
年
「
五
所
川
原
町
統
計
一

覧
表
」
、
②
昭
和
十
年
「
五
所
川

原
町
勢
一
覧
」
で
あ
る
。
こ
の
資

料
①
と
②
に
よ
る
と
、
当
時
の
五

所
川
原
町
の
製
材
業
の
生
産
額
は

次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
 

大
正
六
年
 
八
、

八
〇
四
円

昭
和
十
年
一
三
二
、
九
〇
〇
円

生
産
額
は
、
十
八
年
間
に
実
に

二
十
六
倍
に
も
増
え
て
い
る
。
 ま

た
、
大
正
六
年
に
ー
カ
所
で
あ
っ

た
製
材
所
は
五
カ
所
に
増
え
、
「」
 

の
十
八
年
間
に
製
材
業
は
大
き
く
 
 

発
展
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 

そ
れ
で
は
、
こ
の
製
材
業
発
展

の
原
動
力
は
な
ん
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
が
、
資
料

①
点
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
五
所

川
原
町
図
の
五
所
川
原
駅
周
辺
部

に
隠
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
年
の

図
に
は
、
大
正
六
年
に
は
な
か
っ

た
森
林
鉄
道
と
貯
木
場
が
駅
の
東

側
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
森
林
鉄
道
が
飯
詰
方
面
へ
延

び
て
い
た
こ
と
ば
図
か
ら
わ
か
る

が
、
い
つ
敷
設
さ
れ
、ど
の
よ
う

な
路
線
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
詳

し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
 し
か

し
な
が
ら
、
大
正
六
年
以
降
に
飯

詰
方
面
へ
延
び
る
森
林
鉄
道
が
敷

設
さ
れ
、
こ
の
鉄
道
に
よ
っ
て
飯

詰
の
山
々
か
ら
多
く
の
材
木
が
運

び
こ
ま
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
製
材

業
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
当
時
の
五
所
川
原

の
林
業
に
と
っ
て
、
森
林
鉄
道
は

ま
さ
に
文
明
の
利
器
で
あ
っ
た
。
 

森
林
鉄
道
が
近
代
の
五
所
川
原

の
林
業
を
考
え
る
際
に
、
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
こ
と
だ
け
は
確
か

で
あ
ろ
う
。
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五
所
川
原
市
に
入
る
と
、
丘
陵

地
帯
に
連
な
る
り
ん
ご
固
と
見
渡

す
限
り
に
広
が
る
水
田
が
、
ま
ず

目
に
と
び
こ
ん
で
く
る
。
こ
の
風

景
を
目
に
し
た
誰
も
が
、
米
と
り

ん
ご
が
五
所
川
原
市
の
特
産
物
で

あ
る
こ
と
を
十
分
に
納
得
す
る
で

あ
ろ
う。

と
こ
ろ
で
、
り
ん
ご
園
の
あ
る

丘
陵
地
帯
の
向
こ
う
に
目
を
む
け

て
み
る
と
、
緑
濃
き
山
が
連
な

っ

て
い
る
。
こ
の
五
所
川
原
市
東
部

の
山
々
こ
そ
、
江
戸
時
代
以
来
津

軽
ヒ
パ
で
知
ら
れ
、
現
在
は
国
有

林
に
な

っ
て
い
る
美
林
地
帯
で
あ

る
。
五
所
川
原
は
、
江
戸
時
代
か

ら
の
材
木
の
産
地
で
も
あ

っ
た
。

漕
軽
藩
は
、
米
と
と
も
に
材
木

生
産
に
も
カ
を
注
ぎ
、
現
在
の
五

所
川
原
市
飯
詰
の
山
か
ら
も
盛
ん

に
材
木
を
伐
り
出
し
て
い
た
。
当

時
の
材
木
関
係
の
史
料
に
は
、
十

和
田
沢
、
坪
毛
沢
な
ど
の
伐
採
地

が
で
で
〈
る
。
明
治
時
代
に
な

っ

近
・
現
代
部
会

て
、
津
軽
の
美
林
地
帯
は
国
有
林

化
さ
れ
、
国
が
材
木
の
伐
り
出
し

事
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
富

国
強
兵
の
か
け
声
の
も
と
に
、
材

木
増
産
も
国
家
的
課
題
と
な
り
、

そ
の
課
題
に
応
え
る
べ
く
、
津
軽

で
は
い
ち
早
く
森
林
鉄
道
が
敷
設

さ
れ
、
林
業
の
近
代
化
が
進
め
ら

れ
て
い

っ
た
。

林
業
の
大
き
な
変
化
の
な
か
で
、

五
所
川
原
の
林
業
は
ど
の
よ
う
な

運
命
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
津
軽
半
島
に
森
林

鉄
道
が
で
き
る
ま
で
は
、
十
三
湖、

日
本
海
沿
岸
、
陸
奥
湾
沿
岸
へ
と

河
川
を
利
用
し
て
運
ば
れ
て
い
た

半
島
内
の
材
木
は
、
森
林
鉄
道
に

よ
っ
て
青
森
貯
木
場
に
集
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
材
木
を
運
ぶ

ル
l
卜
は
大
き
く
変
わ

っ
た
の
で

こ
う
し
た
明
治
期
以
降
の
津
軽

博

昭和10年五所川原町勢一覧

あ
る
が
、
森
林
鉄
道
に
よ
る
輸
送

力
強
化
に
よ
り
、
伐
り
出
す
材
木

昌
は
飛
蹴
的
に
増
え
て
い

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
完
成
し
た
津
軽
森
林

鉄
道
網
の
路
線
図
を
見
る
と
、
路

線
は
小
田
川
流
域

(現
在
の
金
木

町
)
ま
で
で
あ
り
、
五
所
川
原
市

飯
詰
の
山
々
は
、
森
林
鉄
道
網
に

直
接
組
み
込
ま
れ
な
か

っ
た
の
で

あ
る
。
五
所
川
原
の
林
業
は
衰
退

し
た
の
か
否
か
。

今
筆
者
は
、
そ
の
こ
と
を
調
べ

て
い
る
最
中
で
あ
る
が
、
現
在
手

に
し
て
い
る
二
つ
の
資
料
か
ら
、

少
し
ば
か
り
考
え
て
み
る
こ
と
に

し
た
い
。
二

つ
の
資
料
と
は
、
①

大
正
六
年
「
五
所
川
原
町
統
計

一

覧
表
」
、
②
昭
和
十
年
「
五
所
川

原
町
勢

一
覧
」
で
あ
る
。
こ
の
資

相
①
と
②
に
よ
る
と
、
当
時
の
五

所
川
原
町
の
製
材
業
の
生
産
額
は

次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

大

正

六

年

八

、

八

O
四
円

昭
和
十
年

二
三
一

、
九

O
O円

生
産
額
は
、
十
八
年
間
に
実
に

二
十
六
倍
に
も
増
え
て
い
る
。
ま

た
、
大
正
六
年
に

一
ヵ
所
で
あ

っ

た
製
材
所
は
五
ヵ
所
に
増
え
、
こ

の
十
八
年
間
に
製
材
業
は
大
き
く

発
展
し
た
の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
製
材
業
発
展

の
原
動
力
は
な
ん
で
あ

っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
が
、
資
料

①
と
②
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
五
所

川
原
町
図
の
五
所
川
原
駅
周
辺
部

に
隠
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
年
の

図
に
は
、
大
正
六
年
に
は
な
か

っ

た
森
林
鉄
道
と
貯
木
場
が
駅
の
東

側
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
森
林
鉄
道
が
飯
詰
方
面
へ
延

び
て
い
た
こ
と
は
図
か
ら
わ
か
る

が
、
い
つ
敷
設
さ
れ
、
ど
の
よ
う

な
路
線
で
あ

っ
た
の
か
と
い
う
詳

し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
大
正
六
年
以
降
に
飯

詰
方
面
へ
延
び
る
森
林
鉄
道
が
敷

設
さ
れ
、
こ
の
鉄
道
に
よ

っ
て
飯

詰
の
山
々
か
ら
多
く
の
材
木
が
運

び
こ
ま
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
製
材

業
が
盛
ん
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
当
時
の
五
所
川
原

の
林
業
に
と
っ
て
、
森
林
鉄
道
は

ま
さ
に
文
明
の
利
器
で
あ

っ
た
。

森
林
鉄
道
が
近
代
の
五
所
川
原

の
林
業
を
考
え
る
際
に
、
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
こ
と
だ
け
は
確
か

で
あ
ろ
う
。

平成6年7月1日7 
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「ふるさと交流圏民 
センター」の 

鰍愛称もを募集します 

	~~～、」 

現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
ふ

る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
」
は
、
八

月
に
完
成
し
、
九
月
に
は
施
設
を
一
般

に
開
放
し
、
十
月
一
日
を
も
っ
て
オ

ー
 

プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

施
設
の
愛
称
を
一
般
か
ら
募
集
し
ま
す
。
 

皆
さ
ん
に
長
く
親
し
ま
れ
る
愛
称
を
。
 

ー
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

応
募
方
法
 
官
製
ハ
ガ
キ
に
、
愛
称
と

簡
単
な
説
明
の
ほ
か
、
住
所
、
氏
名
、
 

性
別
、
年
齢
、
職
業
、
 電
話
番
号
を
記

入
。
 

決
定
方
法
 
選
考
委
員
会
で
決
定
し
、
 

決
定
し
た
名
称
の
応
募
者
が
多
数
の
と

き
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。
先
着
二
百
名

様
に
記
念
品
を
贈
呈
し
、
採
用
者
に
は

賞
状
と
副
賞
を
贈
呈
。
 

応
募
締
め
切
り
 
八
月
十
九
日
（
金
）
 

（
当
日消
印
有
効
）
 

問
い
合
わ
せ
 
〒
〇
三
七
 
五
所
川
原

市
字
岩
木
町
一
二
番
地
 
五
所
川
原
市

役
所
内
 
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
 

ー
事
務
組
合
 
雪
三
五
ー
「
一
一
一
番
 

内
線
三
五
九
 

女
子

部
の

井
戸

（
代
官
所
の井
戸
）
 

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
 

女
子
部
の
井
戸

復
興
に
ご

協
力
を
 

。
 

今
か
ら
三
百
余
年
前
、
今
の
川
 
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
質
、
量
 
り
ま
し

た
。
 （
現
在
は
飲料
水
に

端
町
に
代
官
所
が
で
き
た
時
掘
ら
 

と
も
に
優
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
 
は
適
し
ま
せ
ん
の
で
水
は
ひ
き
ま

れ
た
の
が
、
こ
の
井
戸
で
す
。
 

こ
の
井
戸
は
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
 
せ
ん
。
）
 

そ
の
後
明
治
＋
三
年
に
代
官
所
 

利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

市
内
の
各
商
店
や
金
融
機
関
、
 

の
後
地
に
五
所
川
原
小
学
校
が
健
 
五
所

川
原
商
工
会
議
所
青
年
部
 
飲

食
店
な
ど
に
復
興
募
金
箱
を
設

て
ら
れ
、
明
治
四
十
二
年
に
五
所
 

（
山
口
孝夫
会
長
）
で
は
、
歴
史
 

置
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

川
原
女
子
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
 
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
の
 

い
し
ま
す
。
 

り
、
 「女
子
部
の
井
戸
」
と
して
、
 
井
戸
を
、
形
と
し
て
残
し
、
市
民
 

※
詳
し
い
こ
と
の
間
い
合
わ
せ
 

昭
和
二
年
に
水
道
が
で
き
る
ま
で
 
の

心
の
ふ
る
さ
と
の
場
に
し
た
い
、
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
青
年
部
 

多
く
の
市
民
の
生
命
の
水
と
し
て
 
と
、

外
観
を
復
興
す
る
こ
と
に
な
 

（合
三
五
二
一
二
一
一）
 

平成 6年 7月 1日 8 

誘致企業市民見学会

参加者募集！ 
レ期日 7 月1811（月） 9時30分～15時 

レ集合場所及び時間 市役所正面玄関前 

9u寺15分（時間厳守三） 

レ対象者 り投市民（年齢性別問いません） 

レ定員 28名（定員になり次第締め切ります） 

レ参加費 無 料 

レ見学先（予定） （株）ホクエ,Jノ五所川原工場 

森羽紙業（株） 

津軽東芝音響（株） 

青森ファッション（株） 

協伸工業（株）五彦rJ リ京工場 

（株）津軽ェノモト 

（株）コニムス 

レ申し込み先 市産業経済部商工振興課 

胃 35 - 2111 内線259 

（小田桐、平山まて二） 

※昼食は、事務局で準イ）#iいたします。 

第 2回青森県民駅伝大会

五所川原市代表選考会 

あなたの健脚を 
県民駅伝大会に二 

）期日 平成 6年 7月31日（日） 

）会場 五所川原商業高校グランド 

ン選考会 

受 イ、」一 9時00分～10時00分 

スタート 10時30分～ 

選考距離 すべて 3, OQOm 

ン参加資格 市内中学生男女及び一般（高校生 

・大学生含む） 

）問い合わせ 

五所川原市教育委員会 

生涯スポーツ課内 

青森県民駅伝競走大会 

五所川原市実行委員会事務局 

客 33 - 1621 

青森県民駅伝大会

五所川原市代表選考会

第2回誘致企業市民見学会

参加者募集f
二あなたの健脚を

県民駅伝大会に 二

9 時00分~10時00分

10時30分~

すべて 3，OQOm

市内中蛍:生男女及び一 般(高校生

.大学生含む)

じ>期 日 平成 6年 7刀31日 (FI)

じ>会場 五所川原商業高校グ ラ ン ド

仁>選考 会

受 付

ス タート

選考距離

仁>参加資格

b問い合わせ

五所川原市教育委員会

生涯スポーツ課内

青森県民駅伝競走大会

五所川原市実行委員会事務局

宮 33-1621 

b期日 7月18日(月) 9 時30分~15時

b集合場所及び時間 市役所正面玄関前

9時 15分(時間厳守)

b対象者 一般市 民(年齢性別問j¥t、ません)

じ>定員 28名(定員になり次第締め切ります)

b参加費 無 料

仁>見学先 (予定) (株)ホクエツ五所川原工場

森羽紙業(株)

津軽東芝音斡(株)

i'j-森ファッション(株)

協伸工業(株)五所川原工場

(株)津軽エノモ 卜

(株)エムス

市産業経済部商工振興課

宮 35-2111 内線259

(小田桐、平山 まで)

※昼食は、事務局で準備いたします。

じ>申し込み先

「ふるさと交流圏民
センター」の

を募集します、愛称、

現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
ふ

る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
」
は
、
八

月
に
完
成
し
、
九
月
に
は
施
設
を

一
般

に
開
放
し
、
十
月

一
日
を
も
っ
て
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

施
設
の
愛
称
を

一
般
か
ら
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
に
長
く
親
し
ま
れ
る
愛
称
を
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
、
愛
称
と

簡
単
な
説
明
の
ほ
か
、
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記

入
。

決
定
方
法

選
考
委
員
会
で
決
定
し
、

決
定
し
た
名
称
の
応
募
者
が
多
数
の
と

き
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。
先
着
二
百
名

様
に
記
念
品
を
贈
呈
し
、
採
用
者
に
は

賀
状
と
副
賞
を
贈
呈
。

応
募
締
め
切
り

八
月
十
九
日
(
金
)

(
当
日
消
印
有
効
)

問
い
合
わ
せ
一
T
O
三
七

五

所

川
原

市
字
持
木
町

二一
番

地

五

所
川
原
市

役
所
内
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ

ー
事
務
組
合

宮
三
五
l

一
一
一
一
一

番

内
線
三
五
九

女
子
部
の
井
戸
(
代
官
所
の
井
戸
)

ご
存
知
で
し
ょ
う
か

女
子
部
の
井
戸
復
興
に
ご
協
力
を
。

今
か
ら
三
百
余
年
前
、
今
の
川

端
町
に
代
官
所
が
で
き
た
時
掘
ら

れ
た
の
が
、
こ
の
井
戸
で
す
。

そ
の
後
明
治
十
三
年
に
代
官
所

の
後
地
に
五
所
川
原
小
学
校
が
健

て
ら
れ
、
明
治
四
十
二
年
に
五
所

川
原
女
子
尋
常
高
等
小
学
校
と
な

り
、
「
女
子
部
の
井
一ど
と
し
て
、

昭
和
二
年
に
水
道
が
で
き
る
ま
で

多
く
の
市
民
の
生
命
の
水
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
質
、
量

と
も
に
優
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
井
戸
は
昭
和
四
十
年
頃
ま
で

利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

五
所
川
原
商
工
会
議
所
青
年
部

(山
口
孝
夫
会
長
)
で
は
、
歴
史

的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
の

井
戸
を
、
形
と
し
て
残
し
、
市
民

の
心
の
ふ
る
さ
と
の
場
に
し
た
い
、

と
、
外
観
を
復
興
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
(
現
在
は
飲
料
水
に

は
適
し
ま
せ
ん
の
で
水
は
ひ
き
ま

せ
ん
。
)

市
内
の
各
商
庖
や
金
融
機
関
、

飲
食
庖
な
ど
に
復
興
募
金
箱
を
設

置
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
の
問
い
合
わ
せ

五
所
川
原
商
工
会
議
所
青
年
部

(宮
三
五

二
一
一
一
一

)
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能力開発セミナ (7月分）ポIノテクカレッジ青森 

A6 コ 	ー 	ス 	名 開 	講 	日 	II 十 

1 オペアンプ回路 I 7月 4 日（月）~7月 8 日（金）17 】 30-20 】 30 

2 マイコン制御の応用知識 7 月 4 日（月）~7月 8 日（金）18 】 00-21:00 

3 パソコン画像通信 7月 4 日（月）~7月 8 日（金）18:00-21:00 

4 空気圧技術 7月11日（月）~7月13日（水）10 】 00-16 】 00 

5 画像処理技術 7 月11日（月）~7月15日（金） 	9 」 00--- 12 】 00 

6 機械製図I 7 月11日（月）~7月15日（金）'9:30~ 16:00 

7 放射線測定の基礎 7月11日（月）~7月15日（金）13 】 00~ 16 】 00 

8 Tu r b oCプログラミングII 7 月11日（月）~7月15日（金）18 】 00-21 】 00 

9 メカ トロこニクス技術ifi 7月11日（月）~7月15日（金）18:00-2 1:00 

10 CAD I 7 月13日（水）~7月15日（金）10:00-16 】 00 

11 パソコンによるワープロ入門 7 月18日（月）~7月20日（水）10 】 00-16 】 00 

12 極微弱光測定 7 月18日（月）~7月22日（金）13 】 00~ 16 】 00 

13 マイコン制御のプログラム 7 月18日（月）~7月22日（金）18:00-21.:00 

14 ロータス1-2一 3による統計計算 7月18日（月）~7月22日（金）18 : 00-21:00 

15 光測定技術 7 月18日（月）~7月22日（金）18 】 00-21 】 00 

16 オブジエクト指向の概念 7 月19日（火）~7月21日（木）13 】 00-17 】 00 

17 メカ トロニクスのためのモータ制御回路 7 月25日（月）~7月27日（水） 	9 】 00~ 17 】 00 

18 UNIXの基礎 7月25日（月）~7月27日（水） 	9 】 00-16:00 

19 CAD H 7 月25日（月）~7月29日（金） 	9 】 30-16 】 00 

20 Tur bo Cプログラミング皿 7月25日（月）~7月29日（金）18 】 00-21 】 00 

21 高速フーリエ変換の原理と応用 7 月26日（火）~7月28日（木） 	9 】 00-16 】 00 

22 光導波路の基礎 7月27日（水）~7月29日（金） 	9 】 00-16 : 00 

23 インターネッ トワーク技術 7 月27日（水）~7月29日（金） 	9 】 00-17 】 00 

, 

, 
ト受講資格 学歴、年齢、性別は問いません。 

ト受 講 料 各コースとも、 2,000円。 

ト問い合わせ・申し込み 

＊無料法律相談へ 
1 

どうぞ＊ 
く＞日時 7月23日しL）午後1時～4時 

◇場所 市役所市民相談室 

◇内容 身上のいっさいの悩みごと 

（中林裕雄弁護士が相談に応じ 

ます） 

◇問い合わせと申し込みは 

市役所民生福祉部総合サービス課 

" 35 -2111 （内線281・282) 

9 平成6年 7月1日 

（青森職業能力開発短期大学校） 

開発援助課 ”(0173) 37 - 3201 
（定員に達しI欠第締め切ります。） 

ジ学校の体育施設を開放ノ 
生涯スポーツを促進するため一般市民

を対象に学校体育施設を開放します。 

）開放施設（体育館） 五所川原小学校・南小学校・中 

央小学校・五所川原第一中学校・五所川原第三中学校 

レ開放期間 平成6年6月13日～平成6年12月24日まで 

D開放時間 午後 6時～9時まで 

レ利用申し込み 5名以上のグループ、団体、クラブ 

等とし原則としてスポーツ損害保険に加入済の方 

※事前に下記の所まで連絡してください。 

五所川原市栄町20-1 市民体育館内 

教育委員会 生涯スポーツ課 B33 - 1621 

能力開発セミナー (7月分〉ポリアクカレ少ジ青森

.JVO: ニヨ 一 ス 名

1 オベ アンプ回 路 I

2 マイコン制御の応用知識

3 パ ソコン画像 通信

4 空 気圧技術

5 画像処理技術

6 機械製図 I

7 放射線測定の 基礎

8 TurboCフρ ログラミングH

9 メカトロニクス技術班

10 CADI 

11 パ ソコンによるワープロ入門

12 極微弱光測定

13 マイコン制御のプログラム

14 ロータス 1-2-3による統計計算

15 光測定技術

16 オブジェクト指向の概念

17 メカトロニクスのためのモータ制御回路

18 UNIXの基礎

19 CADII 

20 TurboCプ ログラミングm

21 高速フーリエ変換の原理と応用

22 光導波路の基礎

23 インターネットワーク技術

砂受講資格 学歴、年齢、性刃IJは問いません。

砂受講料 各コースとも、 2，000円。

砂問い合わせ・申し 込み

*無料法律相談へ
どうぞ*

。 日時 7 月 23 日(土)午後 1 時~4 時

。 場所 市役所市民相談室

。 内容 身上のいっ さいの悩みごと

(中林 裕雄弁護士が相談に応じ

ます)

。 問い合わせと申し込みは

市役所民生福祉部総合サービス 課

宮 35-2111 (内線281・282)

9 平成6年 7月 1日

目玉1 言梓 日 時

7 月 4 日(月)~ 7月 8臼(金) 17: 30~20 : 30 

7 月 4 日(月 )~7 月 8 日(金) 18: 00~21 : 00 

7 月 4 日(月)~ 7月 81=1 (金) 18: 00~21 : 00 

7 月 11 日(月)~ 7月 13日(水) 10: 00~16 : 00 

7 月 11 日(月 )~7 月 15 日(金) 9 : 00~12 : 00 

7 月 11 日(月)~ 7月 151=1(金) 9 : 30~16 : 00 

7 月 11 日(月)~ 7月 15日(金) 13: 00~16 : 00 

7 月 11 日(月)~ 7月 15日(金) 18: 00~21 : 00 

7 月 11 日(月 )~7 月 15 日(金) 18: 00~21 : 00 

7 月 13 日(水)~7 月 15 1=1 (金) 10: 00~16 : 00 

7 月 18 日(月 )~7 月 20 円(ノ'K) 10: 00~16 : 00 

7 月 18 日(月 )~7 月 22 日(金) 13: 00~16 : 00 

7 月 18 日(月)~ 7月22円(金) 18: 00~21 : 00 

7 月 18 日(月)~ 7月22日(金) 18: 00~21 : 00 

7 月 18 日(月)~ 7月22日(金) 18: 00~21 : 00 

7 月 19 日(火)~ 7月21日(木) 13: OO~ 17 : 00 

7 月 25 日(月)~ 7月27日(7J<) 9 : 00~17 : 00 

7 月 25 日(月 )~7 月 27 口(7J<) 9 : 00~16 : 00 

7 月 25 日(月)~ 7月29日(金) 9 : 30~16 : 00 

7 月 25 日(月 )~7 月 29 日(金) 18: OO~21 : 00 

7 月 26 日(火)~ 7月 28日(木) 9 : 00~16 : 00 

7 月 27 日(水)~7 月 29 日(金) 9 : 00~16 : 00 

7 月 27 日(水)~7 月 29 日(金) 9 : 00~17 : 00 

(青森職業能力開発短期大学校)

開発援助諜 宮 (0173) 37 -3201 

(定員に達し次第締め切ります。)

学校の体育施設を開放f
'tiJIiスポーツを促進するため一般市民

を対象に乍校体育施設を開放します。

じ〉開放施設(体育館) 五所川原小学校 ・南小学校・中

央小学校 ・五所川原第一中学校・五所川原第三中学校

じ〉開放期間 平成6年6月13日~平成6年12月24日まで

1> 開放時間 午後 6H寺~9 時まで

1>利用申し込み 54i以上のグーノレープ、団体、クラブ

等とし原則としてスポーツ損害保険に加入済の方

※事前に下記の所まで連絡して ください。

五所川原市栄町20-1市民体育館内

教育委員会生涯スポーツ課 833-1621 



生活講座受講生募集！ 
働く婦人の家 

①茶道 （煎茶） 教室〈 7 回講座〉 

～方円がi茶道入門から～ 

日時 7月18日～9月 5 日 （毎週月曜日） 

午後 6時30分～8時30分 

場所 働く婦人の家 第 2講習室 

講師 小野ゆき 募集人数 15名 

②お弁当づくり教室〈単発講座〉 

～夏のおでかけ用お弁当を作ってみませんか～ 

日時 7 月26日（火）午前の部 10時～12時 

午後の部 6時30分～8時30分 

場所 働く婦人の家調理室 講自i， 三森敬子 

持参するもの お弁当（容器）、エプロン、三 

角巾、 メモ用具、オオ料費 500円前後 

~ ※①、②とも共通要点 

対象者 市内に住所又は勤務先を有する女性三 

受講料 無料（但し材半「費は各自負担願います） 

締め切り 定員になり次第締め切らせていただきます 

申し込みと問い合わせ 働く婦人の家 合35 - 8898 

匡所」~源商粟プ '1-ーラム開催！ 
～商業による魅力ある街づくりを考える～ 

市民のみなさん、どうぞご参加ください。 

日H寺 平成 6年7月12日（火） 午後 3時～ 511寺 

場所 市内布屋町ホテノレサンルート五所川原 2F皆 

形式 パネルディスカッション 

パネラー・五所川原市都市建設部長 鈴木康男 

・五所川原商工会議所専務理事藤田 7台一 

・五所川原市商店街振興組合連合会副会長 斎藤英旦月 

・五所川原街づく り（掬副社長 葛西英 1幾 

・囲 中 三経 営 企 画 室長 向中野光秀

コーディネーター 

・五所』源商工会議所青年部経営研究委員長 山 l崎淳 → 

参加費 無 半斗 

主 催 五所川原商工会議所青年部 

（主管・経営研究委員会） 

後 援 五所川原市、五所川原商工会議所 

申し込み先 青年部事務局（五所川原商工会議 

I折総務課 容35 - 2121) 

あなたもオリンピック選手と走ってみませんか

市制施行40周年記念 

'94オI)ンピックデーラン
五所川原大会 

"
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オ IJ ンピックデー （ 6 月23日） を記念して多 

数のオ I)ンピック選手があなたと一緒に走りま 

す。ふるって、 ご参加ください。 

ン期日 平成6年 7 月23日（土） 

(1）集合・ 9:00へ一 (2)受：付 10 】 00,-10 】 30 

て 

	

	(3）開会テに10: 35----10 】 50 (4）スタート11 】 

00- (5）サイン会11 : 40-12 : 30 
＞会場 北斗運動広場ジョギングコース（雨天

の場合は五所川原市民体育館） 

＞種目 タイムを競わない 3 km・6km (但．し

小学生は 3 kmのみの参加とします） 

ン参加者（1）クたスト 中央及び地元のオリン tプ

ック出場経験者（2）一般 県内に在住する小

学4我太Eの健康な方 

ン参加者数 定員1,000名（先着順） 

D参加料 小・中・高校生500円 一般1,000円

ン参加申し込み・問い合わせ先 

(1）個人申し込み 所定の用紙に記入の上、 

7月4日（月）まで 

(2）団体申し込み 事務局が定める様〒、こによ

り、団体長名をもって 7月4 日（月）まで

五所川原市字栄町20-1 雪 33 - 1621 

五所川原市教育委員会 生涯スンJぐーツ課内 

‘94 オリンピックデーラン実行委員会事務局 

D参加賞 （1）オ I)ンピックデーラン T シヤツ 

(Sサイズ及びフリーサイズ） 

(2）国際オ I) ンピック委員会サマランチ会長

署名入り参加証明書 

＞傷害保険 主催者にて参加者全員分加入するc 

＞その州1 
(1）各自で健康診断を受けて大会に参加して

くブごさい。行事開催中の事故については

応急処置と主催者が加入する傷害保険内

での補償とします。 

(2）当日は指定のオリンピックデーランTシ

ャツを着用してください。 

(3）小雨決行 

(4）大会前日 「 7月22日（金）17 : 30---19 :30」 

五所川原市内においてゲストによる講演

会を開催します。 

主催／（貝オ）日本オリンピック委員会・国際オリン

ピック委員会・（貝」〕青森県体育協会・（財う玉二

所川原市体育協会・青森県陸上競技協会 

・ATV青森テレビ’ 

平成6年7月1日 10 

|五所川原商業フォーラム開催/1
~商業による魅力ある街づくりを考える~
市民のみなさん、どうぞご参加ください。

日 時 平成 6年年'7月 1ロ2打 (ωμ火く() 午後 3 時~5時

場所 市内布制}帰#町ホテノルレサンノルレ一トヨ耳干

1形T杉芸i式式 パネ/ルレデ、イスカツ、シンヨン

ノ号ネラー ・五所川原市都市建設部長室令オζ1*男

・五所川11，京商工会議所専務理事藤 間的 ー

・五所川原市商応街振興組合連合会副会長斎藤英明

・五所111原街づくり(同副社長葛西英機

・(槻'1'三 経 常 企 肉 筆 長 | 古j中 野 光 秀

コ ー デ ィ ネ ー タ ー

・五所川原商工会議所青年部経営研究委員長山 崎 淳

無料

五 所 川 原 商 工 会 議 所 青 年 部

(主管 ・経常研究委員会)

後援 五所川原市、五所川原商工会議所

申し込み先 TT年 部 事 務 局 ( 五 所 川 原 商 工 会 議

所総務課 宮 35-2121) 

参加費

主催

「生活講座受講生募集f寸働く婦人の家」
① 茶 道(煎茶〉教室 (71口|講座〉

~ 方円流茶道入門から~

日時 7 月 18 日 ~9 月 5 円(毎週月曜 11)

午後 6 時30分~8時30分

場所 働く婦人の家第 2講習室

講師 小野ゆき 募集人数 15~，

② お弁当づくり教室 〈単発講座〉

~夏のおでかけ用お弁当を作ってみませんか~

日時 7 月 26 日(火)午前の部 10時~12時

午後の部 6 時30分~8 時30分

場所 働 く婦人の家調理室 講師 三森敬子

持参するもの お弁当 (容器)、エプロン、三

角巾、メモ用具、材料費 500円前後

※①、②とも共通要点

対象者 市内に住所又は勤務先を有する女'性

受講 料 無料(但し材料費は各自負担願います)

締め切り 定員になり次第締め切らせていただきます

申し込みと問い合わせ 働 く婦人の家 宮 35-8898 

参
加
者
全
員
に

写
真
と
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じ

T
シ
ャ
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を
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。

あなたもオリンピック選手と走ってみませんか

市制施行40周年記念

'94オリンピックデーラン
;五所川原大会

員分加入する。

〕

五所川 原 市 教 育 委 員 会 生濫スポーツ課内

'94オリンピックデーラン実行委員会事務んi

b参加賞 (1)オ リ ン ピ ッ ク デーラ ン T シャツ

(Sサイズ及びフリーサイズ〉

(2)国際オリンピック委員会サマ ラ ンチ会長

署名入り参加証明書

じ〉傷害保険 主催者にて参加者

仁〉そ の他

(1)各 自 で健康診断を受 け て 大 会 に 参加して

ください。行事開催中の事故については

応急処置と主催者が加入する傷害保険内

での補伯・とします。

(2)当日は指定のオリンピ ックデーランT シ

ャツを着用してくださ い。

(3)ノト丙ヨがと干す

(4)大 会 前日 f7月 22日(金 )17: 30~19 : 30J 

五所川 原市内 におい てゲストによる講演

会を開催 します。

主催/例日本オ リンピック委員会 ・国 際オリ ン

ピ ッ ク 委 員 会 ・。め 青 森 県 体 育 協会 ・州 五

所川原市体育 協 会 ・青森県陸上競技協会

.ATV青森テ レビ

オリンピックデー (6月23日〉を記念して多

数のオリンピック選手があなたと一緒に走りま

す。 ふるって、 ご参加ください。

じ>期 日平成6年 7月23日(土〉

(1)集合 9: OO~ (2)受付 10: 00~10 : 30 

(3)開会式10: 35~10 ・ 50 (4)スター ト11

OO~ (5)サイ ン会11: 40~12 : 30 

じ〉会場 北斗運動広 場ジョギングコース

の場合は五所川原市民体育館)

じ〉種 目 タイムを競わない 3 km . 6 km 

小 学生は 3kmのみの参加 と します )

じ>参加者 (1)ゲスト 中央及び地元のオ リン ピ

ック 出場経験者 (2)一 般 県内に在住するノl、

学生以上の健康な方

じ〉参加者数 定員 1，000名(先着順}

じ〉参 加料 小・中 ・高校生500円 一般1，000円

仁〉参 加申し込み ・問い合わせ先

(1)個人申し込み所定の用紙に記入の上、

7月 4日〈月〉まで

(2)団体申し込み 事務局が定める様式によ

り、団体長名をも って 7月 4日(月)まで

五所川 原 市字栄町 20-1833 -1621 

(雨天

(イ旦し

10 平成6年7月 1日
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①
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③
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「富士見団i‘市営住宅入居者募集！ 
募集戸数 第一種 5戸 

団 地 所在 土i」l 種別 構 造 住 宅 規 模 床面積 家 賃 敷 金 

富士見 
五所川原市

字蓮沼14 
―種 

中 層 

4階建 

2--4 F 

6帖間・ 6帖間・ 5帖間・ 

LDK (弄 J18.7On?) 

77.92n? 35,000 3 カ月分 

⑨入居資格 

レ市内に住所又は勤務場所を有する方。 

D現に同居し、又は同居しようとする親族（婚 

約の成立してル、る方、又は婚姻関係と同様の 

事情にある方）であること。 

レ現に住宅に困窮していることが明らかな方。 

ン次に掲げる」反入基準の該当者であること。 

種 」むz 入基準 扶 養 親 族 

第 一種 
115,000以上 
198,000以下 
（月 	額） 

l メ、 2 A 3 人 4 A 5 人 

4,027 ,999 4,463 ,999 4,903 ,999 5,339 ,999 5,779 ,999 

⑨申し込み手続き及び書類について 

(1）入居申し込み書（建築住宅這果にあります。） 

(2）所得に関する証明書（前年度の源泉徴収票 

か市町村税務課発行の所得証明書を添fく十す 

ること。） 

(3）住民票の謄本又は」少本（婚糾J中の人は双方 

αH主民票。） 

(4）婚姻の予糸勺者については婚弄勺証明書（建築

住宅課にあります。） 

⑥申し込み先及び問い合わせ 建築住宅課 

(3階）内線242（書類は申し込み者が持参のこと） 

1200ボルトの電気機器」 
を使った料理教室 

レ日 時 

(1) 「 Aコース」 

8月 3 日（水） 9月 7 日（水）、10月 5 日（水） 

(2) 1Bコース」 

8月 4 日（木）、9月 8 日（木）、10月 6 日（木） 

いずれも10時～13時、 どちらのコースもメニ 

ューは同じて十す。 

＞会 場 東北電力（株）五所川原営業所 2階 

電化教室（五所川原市田町一113-1) 
D講 師 （株）電力ライフ・クリエイ ト青森営 

業所のライフ・クリエイター。 

ン募集人員 両コースとも15名、合計30名。 

（初めて参加される方を優先） 

レ教材費 1 ,500円（3回分） 

D申し込み方法 7月15日（金）までに、 どちら 

かのコースを電話て潟8申し込みください。 

レ申し込み先 お客さまサービス課”35-2151 
内線 335へお願いします。 

11 平成6年 7月1日  

⑥申し込み期間 

平成6年B月1日～8月15日まて三 

⑥入居予定月日 

平成 6年10月1日 

※今回の募集は平成6年8月31日完成予定の 

ひ69号、10号棟）分ですが次に整備する 

千鳥住宅団地の建替事業と調整をはかるた 

め、募集戸数が少なくなっています。 

尚、平成 7年2月上旬、次に完成する.A613 

号棟分の第一種住宅20戸について再度募集 

いたします。 

j市営住宅入居者募集f|富士見団地
募集戸数 第一穣

日| 上也 所 在 地 種別 為等 :ilを イ主 宅 規模 長4ミi百平i~ 家 賃 敷 金

五所川原市 仁ド
2~4F 

富士見 一種
層

6it市問・ 61"fi附]・ 51"占問・ 77.92πf 35.000 3ヵ月王子
字蓮沼14 4階建

LDK  (キポJ18.70rrO

事情にある方)であること 。

b現に住宅に困窮していることが明らかな方。

仁〉次 に 掲 げ る 収 入 基 準 の 該 当 者 で あ る こ と 。

。 入居資格

じ〉市内に住所又は勤務場所を有する方。

b現に同居し、又は同居しようとする親族(婚

約の成立している方、又は婚姻関係と同様の

族親手"'"
ニ2込と扶収入基準局リ種

人5 人4 人3 人2 人1 115，000ι.u二
198，000以下

(月額 )
第 一 種

5，779，999 

@ 申し込み期間

平成 6 年 8 月 1 日 ~8 月 15 日まで

@ 入居予定月日

平成 6年 10月 1日

※今回の募集は平成 6年 8月 31日完成予定の

(.A6.9号、 10号棟)分ですが次に整備する

千 烏 住 宅 団 地 の 建 替 事 業 と 調 整 を は か る た

め、募集戸数が少なくなっています。

尚、平成 7年 2月 上 旬 、 次 に 完 成 す るA6:13

号棟分の第一種住宅20戸 につ いて 再度 募集

いたします。

5，339，999 4，903，999 4，463，999 

@ 申し込み手続き及び書類について

(1)入居申し込み書(建築住宅謀にあります。)

(2) 所得に関する証明書(前年度の源泉徴収票

か市町村税務課発行 の所得証明幹を添付す

ること 。)

(3) 住民票の謄本又は抄本

の住民票。)

(4) 婚姻の予約者につい ては婚約証明拝(建築

住宅課にあります。)

@ 申し込み先及び 問 い合わせ 建築住宅課

(3階)内線242 (書類は申し込み者が持参のこと)

(婚約中の人は双方

4，027，999 
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c>日 日寺

(1) f A コース」

8月 3日 (7)"<.)、9月 7日(オ，)、 10月 5日 (7)"<.)

(2) fBコース」

8月 4 日(オて)、 9月 8日(オて)、10月 6日(オて)

いずれも10時~13時、どちらのコースもメニ

ューは同じです。

じ〉会場 東北電力(株)五所川原営業所 2階

電化教室(五所川原市田町113-1)

(株)電力ライフ ・クリエイト青森営

業所のライフ ・クリエイター。

b募集人員 両コースとも15名、合計30名 。

(初めて参加される方を優先)

c>教材費 1，500円 (3回分)

じ>申し込み方法 7月 15日(金)までに、どちら

かのコースを電話でお申し込みください。

じ〉申し込 み先 お客さまサービス課 宮 35-2151

内線 335へお願いします。

自市

平成6年 7月1日

じ〉講
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私達の生活排水で 

川や湖が汚れています 
ぐう）川や湖や海の水をきれいにするために

利、たちにて’きること。 

(I~》j充しのなかに細］ 

かい目の三角か

こごなどを置いて、 

言周理くずや食べ

残しなどを j充さ

ないようにしま

しよう。 

⑨油はそのまま流さない

で、 新聞紙などにすい

こませて、ごみと して出

します。 

⑥調理くずや食べ残しは、 

土に埋めると自然にうう、 

解されノます。 そのあと

肥料としてもイ吏えます。 

米のとぎ汁なども肥料 

となります。 
@)j先斉リは、量をはかっ 

てィ吏いすぎないよう

にしましよう。 

⑥三角コーナー等に廃

ストッキングをイ吏用

することで有機！物の

除去ができます。 

	ノ 

献血 
※献血していただいた方に生化学的検査サービス

献血をしてくださった方全員に、肝臓、腎臓

等の内臓機能の働きを調べる血液検査を行い、 

後日結果をお知らせーします。 

期日 時 	間 場 	 所 

7
 月
 
1
[
4
 

日

（
木
）
 
 

午前9時叩分から 

10時30分まで 

五所川原市農協三好支所前 

（赤＋字奉仕団三好分団協賛） 

午前10時30分から 

11時30分まで 

大川菓子店前（藻川） 

（赤十字奉仕団三好分団協賛） 

午後12時30分から 

2時30分まで 

東北電カ（株） 

五所川原営業所前 

午後 3時00分から 

4時00分まで 

特別養護老人ホーム 

青山荘前 

市民講座 
「クオリティー・オブ・ライフ」 

ぐQuo万ly・ofWfeフ 

い講師 中村登喜雄先生 

（中村整形外科病院院長） 

,テーマ クオリラニィー・オブ・ライフ 

ー患者の生活や人生の質的な面に重 

点をおいた医療の在り方について― 

日時 7月13日 （水） 午後1時～2日寺 

場所 市中央公民館大ホーノレ 

・対象 般市民 

（誰でも気楽に参加してください） 

問い合わせ 市中央公民館 ”35 - 6056 

「かんたん！健康レストラン」1 

	受講者募集 	編議「」 
あつさで食欲がおちているあなた、 “スタミ

ナモリモリ” 夏バテをふきとばす料理をつくっ

てみませんか。 

トテーマ 夏バテに勝つ食事 

対象地区 開催月日 開催場所 締め切り 

毘沙門 
7月15日 

（金） 

毘沙門・長富
コミュニテイ 

センター 

7 月 8 日 

（金） 

ト時間 午前9時30分～午後 lu寺 

ト料金 無●斗ですー 

ト持参する物 みそ汁（おわん半分位の量を汁 

だけ持参ください）、健康手帳（お持ちの方） 

おにぎり、ェプロン、筆記用具 

ト申し込み先 地区の保健協力員へ 

青森県女性問題地域セミナー 
一 	 （西北五地区） 
趣旨 「男女共同参加型社会」実現のためにー 

主催 青森県 共催 五所川原市 

日時 平成6年7月26日（火） 

午後1日寺～ 3時30分 

場所 五所川原市働く婦人の家（市内新町33-1) 
内容 （1) 「女性問題をめぐる最近の情勢」 

（青少年女性課長） 

(2）講 1寅 

参加者 （1）参加者数は、100名程度とする。 

(2）地域の女性団体や地域活動のグノレ 

ープ、市町才寸女性行政関係者、地 

域の産業・商工業等関係者、地域 

住民（男女問わず） 

参加申し込み 総合サービス課（内線282) 
問い合わせ先 青森県青少年女性課 

青森市長島1-1-1 " 0177 -22- 1111（内線2216) 

ノノ 	 、 
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臨圃I咽
※献血していただいた方に生化学的検査サービス

献 血 をしてくださった方全員に、肝臓、腎臓

等の内臓機能の働 きを調べる血 液検査を行い、

後日結果をお知らせします。

期日 時 !日] 場i 所

午前9時00分から 五所川原市農協三好支所前

10時30分まで (赤十字奉仕団三好分団協賛)

7 

月
午前10時30分から 大 川 菓子応前(藻)11) 

14 
11時30分まで (赤十字奉仕団三好分団協賛)

日
午後12時30分から 東 北 電力(株)

( 

五所)11原営業所前オて 2時30分まで

) 

午後3時00分から 特別養護老人ホーム

4時00分まで 7T 山荘前

仁市民講座 | 

「クオリティー・オブ・ライフJ_j

(Quolity'of'life) 
仁>講師 中村登喜雄先生

(中村整形外科病院院長)

仁>テー マ クオリティー ・オブ ・ライフ

-患者の生活や人生の質的 な面に重

点をおいた医療の在り方について-

b日時 7月13日(水) 午後 1 時~2 時

じ〉場所 市 中央公民館大ホーノレ

じ〉対象 一般市民

(誰でも気楽に参加 してくださu、)
c>問い合わせ 市中央公民館 宮 35-6056 ，rかんたんf健康レストランJl

受講 者募集
あっさで食欲がおちているあなた、 “スタミ

ナモ リモリ"夏ノ〈テをふきとばす料理をつく っ

てみませんか。

bテーマ 夏ノ〈テに勝つ食事

開催 場所

惨時間 午前9時 30分 ~ 午後 1時

砂料金 無 料 です

砂持参する物 みそ汁(おわん半分位の註を汁

だけ持参くださ U、)、健康手帳(お持ちの方)

おにぎり 、 エプロン、筆記用具

砂申し込み先 地 区の保健協力員へ

「青森県女性問題地域セミナ~l
(西北五地区)_j

趣旨 「男女共同参加 型社会」実現のために一

主催 青森県 共催 五所川 原市

日 時 平成 6年 7月 26日(火)

午後 1 時~3時30分

場所 五所川 原市働 く婦 人の家(市内新町33-1)

内容 (1) r女性問題をめぐる最近の情勢」

(青少年女性課長)

(2)講 演

参加 者 (1) 参加者 数は、 100名程度とする。

(2) 地 域の女性団体や地域活動のグノレ

ープ、市 町村女性行政関係者、地

域の産業 ・商 工業等関係者、 地 域

住民(男女問 わ ず )

参 加 申 し込み 総合サ ー ビ ス 諜 ( 内 線282)

問い合わせ先 青森県 青少年女性課

青森市長島1-1-180177-22-1111(内線2216)

私達の生活排水で
川や湖が汚れています

。 川や湖や海の水をきれいにするために

手ムたちにできる こ と。

。 流 し の な か に 細

かい目の三角か

ごなどを置いて、

調理くずや食べ

F美しなどをj荒さ

ないよ うにしま

しよう。
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の
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油

で

こ

し
。

。 調 理 くずや食べ 残 しは、

土に埋める と自然 に分

解されます。 そのあと

月巴末斗としてもイ吏えます。

米のと ぎ;十など も月巴半斗

となります。
。 洗剤は、 量をはか つ

てイ吏いす ぎ な い よ う

に しま しょう 。

。 三角コーナ一等に廃

ス トッキ シ グ をイ吏用

することで有 機物 の

除去がで き ます。
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交通‘安全は家庭から 

交通事故概況（酷錆現在） 
五所川原市交通安全対策協議会 

県 内 五所川原市管内 
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  ( ）内‘ま自iI弁三対比。 

見てるだろう止まるだろう人に頼るな自分の安全 

イ冒 
ふみ づき 

文月 

、 	市役所 r35-21 11 / 

饗霊りする健康相談室へどうぞ 
ン対象 五所Jリ原にお住まいクン方で、ご自身及 

び家族の身体ぐあいの事で心配されている方 

ン内容 血圧相談、病気の相談、心の相談 

健康についての話し 

>料金 無 料 

ン持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相言炎に応じます 

開 催場所 開催月日 開催時間 はなしのテーマと時間 

森 の 家 
（若葉） 

7月10日 
（日） 

10 :00~ 
12 : 00 

あなたの大切な人が 
ガンといわれたら 

(10 : 00-40 : 30) 

十川町集会所 
7月13日 
（水） 

13 : 30- 
15 : 00 

呼吸法で 
もっと健康に！ 

(13 : 30--14 : 00) 

富士見 
コミュニテイ 

センター 

7月14日 
（木） 

10 : 30- 
12 : 00 

乳がんの自己検査を
やってみましよう 

(10 : 00-lU : 30) 

福祉会館 
7月18日 
（月） 

10 : 00- 
12 : 00 

あなたの大切な人が 
ガンといわれたら 

(10 : 00-JO : 30) 

コミュニテイ
センター敷島 

7月18日 
（月） 

13 : 00- 
15 : 00 

貧血ぎみのあなたも少
しの工夫で夏をのりき 
る！ (14 : 30-15 : 00) 

共栄集会所 
7月18日 
（月） 

ii: 00--
12 S 30 

きっとMサイズが 
きれる, 

(12 : 00-12 : 30) 

松 島会館 
7月20日 
（水） 

10 : 00-
ii: 30 

寝たきりになっても 
困らないために 

(11 :io-ii: 30) 

コミュニテイ
センター栄 

7月21日 
（木） 

子供の中I i 談 (10 : 0O-12 : 00) 
成人病の才 0談 (13 】 00-14 : 00) 

沖飯詰集会所 
7月22日 
（金） 

10 : 30- 
12 : 00 

貧血ぎみのあなたも少
しの工夫で夏をのりき 
る！ (11 : 30-12 】 00) 

下岩崎公民館 
7月22日 
（金） 

13 】 00- 
14 : 30 

おしっこの話、尿検査 
(14 : 10-44 】 30) 

みんなの健康教室 
レ日時 7月22日（金） 午後 1日寺 

レ場所 市保健センター 

D講師 中村登喜雄 先生 

（中村整形外科病院長） 

ンテーマ インフオームド・コンセント 

（とくに津軽の場合） 

ン主催 北五医師会・市保健協議会 

13 平成 6年 7月1日 

米田朱里ちゃん（広田・榊森） 

母・晴美さん 10カ月頃から歩き始めまし

た。人見知りもしませんし、なんでもよく食べ

て、 とても元気です。健康でやさしい人になっ

てほしレvですね。 

無料巡回診療 
医療機関の遠い地区に医師が出向いて、皆さ 

んの健康チェックをいたします。 

北五医師会のご協力により、下記の日程て泌s 

回診療を行いますので、 どなたでもお気軽にお 

いでください。 

D診療時問 午後 1時～2時まで 

レ診療内容 医師の診察、血圧測定、尿検査、 

保健指導I也 
	 , 

レ持ってくる物 健康手帳 

実施月 日 診療会場 担当医師名 

7月20日（水） 中泉公民館 対馬昭幸先生 

7月21日（木） 共栄集会所 三上光次先生 

7月22日（金） 前田野目公民館 兼平 亘先生 

!dda鋤・吋7J月 文月

市役所宮35-2111

[勺捻りする健康相談室へどうぞ [
b対象 五所川 原にお住まいの方で、 ご自身及

び家族の身体ぐあいの事で心配されている方

じ〉内容 血 圧相談、病気の相談、心の相 談

健康についての話し

b料金 無料

b持参するもの 健康手帳(お持ちの方)

保健婦が相談に応じます
あか り

米田朱里ちゃん (広田・榊森)

母 ・晴美さん 10ヵ月頃から歩き始めまし

た。人見知りもしませんし、なんでもよく食べ

て、とても元気です。健康でやさしい人になっ

てほしいですね。

E謹~I幽四時?jJ子ヨ
医療機関の遠い地区に医師が出向いて、皆さ

んの健康チェックをいたします。

北五医師会のご協力により、下記の日程で巡

回 診 療 を 行 い ま す の で 、 ど な た で も お 気 軽 に お

いでください。

b診療時間 午後 1 時~2 時まで

じ〉診療内容 医 師 の診察、血圧測定、尿検査、

保健指導他

仁>持ってくる物 健康手帳

実 施 月 日 診 療 会 場 担当医師名

7月20日(水) 中 泉公民館 対馬昭幸先生

7月21日(木) 共栄集会所 三上光次先生

7月22日(金) 前田野目公民館 兼平 E先生

開催場所 開1m月日 開催時間 はなしのテーマと時間

森の家 7月10日 10: OO~ あなたの大と切な人れが

(若葉) (日) 12: 00 
ガンいわたら

(10 : 00~1O : 30) 

7月13日 13 : 30~ 呼吸法で
十)I[町集会所

(水) 15: 00 も30っ~と1健康に!
(13 : 30~ 14 : 00) 

富士見 7月14日 10: 30~ 乳がんの自己検ま査を
コミュニティ

(木) 12: 00 
やってみ しよう

センター (10 : 00~10 . 30) 

7月18円 10: OO~ あなたの大切なわれ人が
福祉会館

(月) 12: 00 
カーンとい たら

(10 : OO~ 10 . 30) 

コミュニティ 7月18日 13: OO~ 貧血ぎ夫4みので30哀あ~なをl たも少
センター敷品 (月) 15: 00 しの工 のり00き) 

る 1(14 : 30~15 

7月18日 11 : OO~ きっとMサイズが
共栄集会所

(月) 12: 30 
きれる p

(12 : OO~ 12 : 30) 

7月20日 10: OO~ 寝たき図りになってめも
松島会館

(水) 11 : 30 
らないたに

(11 : 1O~11 : 30) 

コミュニティ 7月21日 子供の相談 (10: OO~ 12 : 00) 
センタ一栄 (木) 成人病の相談 (13: 00~14 : 00) 

7月22日 10: 30~ 貧血ぎみ夫ので30夏あ~なをlたもり少き沖飯詰集会所
(金) 12: 00 

しの工 の
る!(11 : 30~12 ∞) 

下岩崎公民館
7月22日 13: OO~ おしつこの話、尿検査

(金) 14: 30 (14 : 1O~ 14 : 30) 
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中村 登喜雄先生

(中村整形外科病院長)

イ ンフォーム ド・ コンセン ト

(とくに津軽の場合)

北五医 師 会 ・市保健協議会

午後 1時7月 22日(金 )

市保健センター

b 日日寺

b場所

b講師

bテーマ
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